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１ 今後の進路計画について 

 

月 試験・説明会・進路懇談（案） 進路関係の提出物 

10 月 ・第４回実力テスト（セミナーテスト） 

・進路説明会 

 

11 月 ・２学期期末試験(14～18 日) 

・進路懇談(25～28 日) 

→ 私立受検校決定、推薦確認、一次選抜受検校確認 等 

・進路希望調査(11 月 5 日〆切) 

 

12 月 ・出願エントリー開始 (12 月 3 日～) 

※学校によって、エントリー期間・期日が異なります。 

・学期末懇談(17 日～20 日)…希望者のみ 

・私立高校出願 

・受験校申請用紙(12 月 2 日〆切) 

・申込内容確認書 

・願書 

1 月 ・私立高校出願 

・私立高校入試 

・学年末試験(22 日～24 日)  

・広島県公立高校一次選抜志願登録 

（23 日～2/4 16 時まで） 

・進路懇談(28 日～29 日) ※希望者のみ 

→ 一次選抜受検校確認 等 

・入学手続き報告書（私立・国立合格

者） 

・進路決定報告書（進学者のみ） 

2 月 ・３年直前対策テスト(自己採点) 

・一次選抜(学力検査)(26 日) 

・一次選抜(自己表現・学校独自検査等)(27 日) 

※予備日（28 日） 

・入学手続き報告書（私立・国立合格

者） 

・進路決定報告書（進学者のみ） 

3 月 ・一次選抜発表（10 日） 

・広島県公立高校二次選抜志願登録 

（13 日～17 日 正午まで） 

・二次選抜(自己表現等)(18 日) 

・二次選抜発表（19 日） 

請書（公立高校合格者のみ） 

※公立高校合格後、請書を指定され

た日までに、進学先の学校へ提出す

る必要があります。請書の提出がな

ければ、合格取り消しになることが

あります。 
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２ 入試手続きについて 
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二者面談 

希望を聞く 

進路懇談 

受験校決定 

受験校申請用紙、推薦願（希望者） 

※12 月 2 日（月）までに 

（STEP1）各校 HP へアクセス・ログイン 

〇各校の要項を学校で受け取る 

 ※各自 HP からダウンロードすることも可能です。 

〇出願校のサイトにアクセスし、『はじめての方はこ

ちらから』からメールアドレスを登録して「マイペー

ジ」をつくる。 

〇メールアドレス（ID）とパスワードを入力して『ロ

グイン』を選択してログインする。 

（STEP4）支払い 
・中学校で確認をしてもらい、「申込内容確認書」が
返却されたら、振込画面に進む。 
※訂正があった場合には、訂正入力を行い、支払い画
面へと進んで下さい。 

（STEP5）願書等提出  

・学校によっては、入学願書及び必要書類は中学
校へ提出する。 

※願書・受験票は自宅等で印刷し、受験票は自宅で保管す

る。 

受 験 

公共の交通機関を原則利用

していく 

合格発表 

中学校を通して結果を渡す 

手続き金納付 

期限内に納付しなければ入学は認められません。 

（ＳＴＥＰ１） 

（STEP2）出願情報入力・一時保存 

（まだ支払わない） 
・出願情報を入力する。 

・画面に従い入力し、支払い前に一時保存する。 

（STEP2・3）申込内容確認書印刷・提出 
・「申込内容確認書」をＡ４用紙で自宅等で印刷し、中
学校に提出し、確認をしてもらう。 

（STEP1）マイページ登録 

・指定されたインターネット出願の志願者サイトに

アクセスし、メールアドレスを登録する。 

・画面に従い、登録内容を入力し、マイページを登

録する。 

（STEP2）出願情報の入力（出願登録） 
・出願する高等学校、志望学科・コース、個人情報

等を登録する。 

志願変更の可能性 

なし あり 

（STEP3）志願変更後の入力 

（取り下げ後の「再登録」） 
・志願変更願を中学校へ期限内に提出

し、高等学校が受理をした後に、再度マ

イページから出願内容を変更する。 

（STEP4）入学者選抜料の納付 
・クレジットカード、コンビニ、ペイジー決済 

（STEP5）受検票ダウンロード 
・自宅等で印刷し保管しておくこと。 

受検 （STEP6）選抜結果の確認 
・マイページより確認を行う。 

確認登録（中学校） 
・出願内容を中学校で確認を

出願の登録します。 

・確認登録後は、出願内容を 

変更することができません。 

※中学校へ提出する書類は 

ありません。 

重要 
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３ 私立高校 選抜方法について 

    

① 専願（推薦などを含む） 

合格すれば必ずその高校に入学することになります。推薦にあたっては基準点（内申）を設

定している学校もあります。また、幸千中学校の推薦基準（P15 参照）を確認してください。 

 

② 併願（一般入試など） 

合格しても、他校（国公立、私立）を受験または、進学できます。 

   

※各高校によって、受験日程・出願名称・制度が異なります。くわしくは、高校 HP、募集要項で

確認してください。 

  

私立高校の場合、合格しても、入学金などを期日までに納めなければ入学が認められません。入学金

などの手続きは、各家庭でお願いします。さらに、入学手続報告書（P16 参照）を手続きの有無にか

かわらず必ず担任に提出してください。 

 

 

 

４ 私立高校 インターネット出願について 

(1)  インターネット出願の流れ（ミライコンパス導入校）（STEP１～５） 

 

 

 

１  進路懇談(11/25～28)で私立高校の受験校決定 

２ 「受験校申請用紙（幸千中様式）」を中学校に提出 

ＳＴＥＰ１ 
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ＳＴＥＰ２ 

ＳＴＥＰ３ 

ＳＴＥＰ４・５ 
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★出願エントリーシート

は提出しない。 

★申込内容確認書を中学校へ提出し，確認を受け

てから，検定料の納入しましょう。 

★この他にもあります。詳

細は，ミライコンパスのサ

イトから確認して下さい。 

★miraicompass 利用ガイド 

https://www.mirai-compass.jp.net/ 
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(2) インターネット出願に関する注意事項 

   

 出願はインターネットが使えるパソコン、タブレット端末、スマートフォンで行うこ

とができます。 

 

 印刷は、家庭のプリンタ、コンビニエンスストアのプリンタで行ってください。 

 

 インターネット出願の詳細については各高校 HP、募集要項に書いてありますので、必

ず確認してから、出願手続きを行ってください。 

 

 ミライコンパス ID を１つ持っていれば、導入校すべての受験手続が可能です。オープ

ンスクールの申込等ですでに作成している場合は、新たに作成する必要はありません。 

 

 ミライコンパス ID 作成の際に必要となるメールアドレスは保護者の方のメールアド

レスを使われることをおすすめします。（※支払い完了や出願に関する情報が登録し

たメールアドレスに届きます。） 

 

 出願サイトは、出願校のホームページよりアクセスできます。 

 

 提出された「入学願書」をもとに中学校が調査書などの提出書類を作成し、出願期間

に高校へ提出します。 

 

 受験番号は、入学検定料の支払いが完了した時点で発番されますので、必ずしも同じ

中学校で受験番号が並ぶとは限りません。 

 

 入力内容の誤りに気付いた場合、入学検定料を支払う前であれば、ご自身で変更する

ことができます。入学検定料を支払ったあとに気づいた場合は、早急に中学校に連絡

してください。入力・支払いは間違いのないように慎重に行ってください。 

 

 私立高校のエントリーについては複数の学校に対して可能です。入力確定前に受験を

取りやめた学校については、取り消し等は不要です。入学検定料の支払いをせず、そ

のままにしておいて問題ありません。 
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５ 広島県公立高校インターネット出願について 

※昨年度の出願をもとにしています。 

 

 

①インターネット出願システム 志願者サイトにアクセスする。 

 ・ＵＲＬは、広島県教育委員会より指定されたものになります。 

 ・メールアドレスを登録する。※保護者のアドレスが望ましい。 

②マイページ情報を登録する。 

 ・「氏名」「中学校」「クラス・出席番号」「ユーザＩＤ」「パスワード」等を登録します。 

  ※ユーザＩＤ、パスワードは、各自で登録してもらうようになります。 

 

 

①インターネット出願システム 志願者サイトにアクセスしマイページへログインする。 

②出願情報を入力する。 

 ・「選抜の種類」「志願課程」「志願先高等学校名」「志望学科・コース」 

 ・「志願者名」「生年月日」「住所」「保護者名」等を入力します。 

 

 

①出願内容を中学校で確認をします。 

②確認登録を中学校で行います。この後は、出願内容を変更することはできません。 

 ※この際に、中学校に提出する書類はありません。 

 

 

 

変更点 今年度から、志願者がマイページにて、志願変更できるようになる予定です。詳細は、後日

お伝えします。 

 

 

 

①マイページにログインする。 

②「入学者選抜料の納付に進む」を選択する。 

③決済方法を選択し納付を行う。（クレジットカード決済、コンビニ決済、ペイジー決済） 

 

 

①指定された期間に、マイページから受検票をダウンロードし、印刷をすることができます。 

②印刷した受検票は、自宅で保管し、受検当日に忘れずに持参をすること。 

 

 

①マイページの「合格発表」から、選抜結果を確認することができます。 

 

 

 

 

（STEP1）マイページ登録 

（STEP2）出願情報の入力（出願登録） 

（STEP3）志願変更後の入力（取り下げ後の「再登録」） 

（STEP4）入学者選抜料の納付 

（STEP5）受検票ダウンロード・印刷 

確認登録（中学校） 

（STEP6）選抜結果の通知 

詳細は，これ以降，広島県教育委員会より示されます。 

その際に，再度方法についてはお知らせします。 



 

8 
 

６ 広島県公立高校入試日程・選抜方法について 

１.  入試日程 

【一次選抜】 

出願登録        2025 年（令和 7年）１月２３日（木）～２月４日（火）１６時 

調査書等提出      2025 年（令和 7年）２月１３日（木）～２０日（木）正午 

一次選抜（学力検査等） 2025 年（令和 7年）２月２６日（水） 

一次選抜（自己表現等） 2025 年（令和 7年）２月２７日（木）   

※予備日２月２８日（金） 

  合格発表        2025 年（令和 7 年）３月１０日（月） 

  ※公立高校の一次選抜では、最初の願書提出後、志願者数が発表されます。その後、１回に限 

り、志願した高等学校、課程又は学科（普通科におけるコース及び同一学科内の学科を含む。） 

の志願変更を行うことができます。 

 

【二次選抜】 

入学願書等提出  2025 年（令和 7 年）３月１３日（木）～１７日（月）正午 

  二次選抜     2025 年（令和 7 年）３月１８日（火） 

 合格者発表    2025 年（令和 7 年）３月１９日（水） 

 

２. 一次選抜（併設型高等学校を除く。） 

※昨年度の要項から引用しています。なお、自己表現に関わる部分のみ変更

しています。 

全ての学科・コースにおいて、次により実施する。 

(1) 選抜の方法 

ア 一般学力検査 

(ｱ) 実施教科は、国語、社会、数学、理科及び外国語（英語）の５教科とする。 

(ｲ) 実施時間は、各教科それぞれ 50 分とする。 

(ｳ) 配点は、各教科 50 点満点で、合計 250 点満点とする。 

(ｴ) 検査問題は、県教育委員会が作成する。 

(ｵ) 検査問題は、平成 29 年文部科学省告示の中学校学習指導要領に準拠した内容と

し、 次のような点を配慮して出題する。 

a 基礎的・基本的な知識及び技能の習得の状況を検査する。 

b 知識及び技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力及び表

現力等を幅広く検査する。 

c 外国語（英語）については、放送による聞き取り検査も実施する。 

(ｶ) 高等学校長は、県教育委員会と協議の上、各高等学校、課程、学科等の特色に応

じ、一般学力検査問題に替えて、自校が作成した検査問題により学力検査を実施

することができる。 

 

イ 調査書 

(ｱ) 学習の記録の評定及び合計評点 

a 第１学年及び第２学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、

技術・家庭及び外国語については、それぞれ指導要録に従って５段階で評定

する。 
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b 第３学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及

び外国語については、それぞれ指導要録に従って５段階で評定した評点を３

倍する。 

c 調査書の合計評点は、上記ａ及びｂを合計した 225 点満点とする。 

(ｲ) 特記事項については、選抜の資料として活用する。 

 

ウ 自己表現 

(ｱ) 自己を認識する力、自分の人生を選択する力及び表現する力をみるために、個人

ごとの面談形式で実施する。 

(ｲ) 実施時間は、１人当たり 10 分以内とする。 

(ｳ) 配点は、検査官１人当たり 15 点満点とする。 

なお、高等学校長は、２～３人の範囲内で検査官の人数を定める。 

 

※変更点 自己表現カードの作成は今年度よりなくなりました。 

 

エ 学校独自検査 

(ｱ) 面接、作文、小論文及び実技検査等 

高等学校長は、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、面接、作文、小論文及

び実技検査等を実施することができる。 

(ｲ) 自校作成問題による学力検査 

高等学校長は、県教育委員会と協議の上、各高等学校、課程、学科等の特色に応

じ、県教育委員会が作成する一般学力検査問題に加えて、自校が作成した問題に

より学力検査を実施することができる。 

 

(2) 合格者の決定 

ア 特色枠による選抜 

高等学校長は、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、入学定員の 50％以内にお

いて、次のとおり、合格者を決定することができる。 

(ｱ) 高等学校長は、一般学力検査、調査書及び自己表現の配点の比重を定め、一般学

力検査、調査書及び自己表現の結果を総合的に判断して決定する。 

(ｲ) 一般学力検査及び調査書について、高等学校長は、各高等学校、課程、学科等の

特色に応じ、特定の教科のみを活用することができる。また、特定の教科の配点

に比重をかける傾斜配点を実施することができる。 

イ 一般枠による選抜 

一般学力検査、調査書及び自己表現の配点の比重は６：２：２とし、一般学力検査、

調査書及び自己表現の結果を総合的に判断して決定する。なお、一般学力検査につ

いて、高等学校長は、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、特定の教科の配点に

比重をかける傾斜配点を実施することができる。 

ウ 特色枠による選抜を実施した学科・コースにあっては、特色枠による選抜により合

格者を決定した後、一般枠による選抜により合格者を決定する。 

エ 学校独自検査を実施した学科・コースにあっては、その結果を選抜の資料に加えて、

総合的に判断して決定する。    
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３. 二次選抜 

一次選抜の結果、合格者（入学を辞退した者を除く。）の数が入学定員に満たない場合、次によ

り実施する。 

 

(1) 選抜の方法 

ア 調査書 

(ｱ) 学習の記録の評定及び合計評点 

a 第１学年及び第２学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、

技術・家庭及び外国語については、それぞれ指導要録に従って５段階で評定

する。 

b 第３学年の国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭及

び外国語については、それぞれ指導要録に従って５段階で評定した評点を３

倍する。 

c 調査書の合計評点は、上記ａ及びｂを合計した 225 点満点とする。 

(ｲ) 特記事項については、選抜の資料として活用する。 

イ 自己表現 

(ｱ) 自己を認識する力、自分の人生を選択する力及び表現する力をみるために、個人

ごとの面談形式で実施する。 

(ｲ) 実施時間は、１人当たり 10 分以内とする。 

(ｳ) 配点は、検査官１人当たり 15 点満点とする。 

なお、高等学校長は、２～３人の範囲内で検査官の人数を定める。 

ウ 学校独自検査 

高等学校長は、各高等学校、課程、学科等の特色に応じ、学力検査以外の面接、作

文、小論文及び実技検査等を実施することができる。 

 

(2) 合格者の決定 

ア 高等学校長は、調査書及び自己表現の配点の比重を定め、調査書及び自己表現の結

果を総合的に判断して決定する。 

イ 学校独自検査を実施した学科・コースにあっては、その結果を選抜の資料に加えて、

総合的に判断して決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 
 

４. 定時制課程 

(1) 一次選抜 

 全日制の課程の一次選抜（併設型高等学校を除く。）と同様とする。 

 ただし、令和７年４月１日現在で満 20 歳以上の者については、その申請により、一般学

力検査に代えて作文及び面接を実施することができる。 

(2) 二次選抜 

 全日制の課程と同様とする。 

 

５. 通信制課程 

自己表現の結果（学校独自検査を実施した場合は、その結果を加える。）及び出願書類を

総合的に判断して選抜する。 

 

６. 広島県立特別支援学校高等部 

(1)  入試日程 

一次選抜、二次選抜を、公立高等学校と同様に実施 

 

(2)  選抜の方法 

一般学力検査、調査書、自己表現、作業・運動能力検査、学校独自検査、他の方法 

※内容について障害種別、コースで違いがあるので、詳細は別途お知らせします。 

 

７. 全国募集の県外公立校受検について 

 

県外の公立高校については、原則、その県に住民票がなければ受検することはできません。ただ

し、全国募集を行っている学校については受検可能です。入試要項の確認、提出書類などの確認が必

要なので、希望があれば早めにお知らせください。 
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7 入試に関する確認事項について 

 

(1) 入試全般に関して 

① １１月の進路懇談で原則、受験校を決定します。ご家庭で話し合いをして、受験校申請用紙

（中学校様式）を提出してください。 

② 進路懇談後、受験校変更や受験校追加を検討する場合には、早急に連絡してください。また、

進路決定にかかわる悩み、疑問等ありましたら遠慮なくご相談ください。 

③ 各高等学校の生徒募集要項（入試要項）に出願手続き、特待生制度、受験日や入学手続き等の

詳細が書かれていますので必ずご確認ください。 

④ 公立、私立を問わず、入学願書は学校で取り寄せます。遠方の学校については保護者の方に取

り寄せをお願いする場合があります。 

    

(2) 願書の書き方（手書きの場合） 

① 願書には、楷書で丁寧に書いてください。 

願書の書き方の見本をよく見て間違わないように書きます。もし間違えたら   線 を引

き、書き直してください。そして訂正印（不要な高校あり）も押します。（修正テープ等は

絶対に使わないこと） 

② 名前、住所は住民票記載のとおりに書いてください。（特に漢字に気をつけてください） 

（例）広島県福山市御幸町大字中津原１２７０番地 

③ 願書に押す印鑑を 1つ決めておいてください。  （シャチハタは使用しないでください） 

④ 訂正印も同じ印鑑を使用してください。 

 

(3) 願書提出 

① 願書は、入試用封筒（学校で用意します）に、学校名、学科名、クラス、名前、提出日を記入

し、担任に提出してください。 

 

② 受験票（受検票）は各自で保管・管理してください。中学校で提出を求めることはありませ

ん。 
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(4) 入試当日までに 

① 試験となれば、誰でも精神的に落ち着かず、気持ちも乱れがちになるものです。しかし、無理

に特別なことをしようとせず、普段の生活をするように心がけましょう。 

② 健康管理に気を配り、風邪などをひかないように留意し、異常の場合は早めに医師の治療を受

けましょう。 

③ 入試会場に行く道順・所要時間・交通費などを確かめておくことが必要です。 

④ 携行品は、募集要項や受験票などに書いてあるので、必ず点検しておきましょう。 

（筆記用具、上履き、弁当、受験票、時計など） 

⑤ 受験にふさわしい身なりで参加しましょう。 

⑥ 入試の前日は、最後の点検をして十分な睡眠をとっておきましょう。 

 

(5) 入試当日の心得 

① 早めに起きて時間に余裕をもち、携行品を確かめて忘れ物をしない。 

② 指定した集合場所・時刻を守って集合する。 

③ 交通渋滞に巻き込まれることもあるので、交通機関はできるだけ公共交通機関（ＪＲ・バス）

を利用する。 

④ 万一、遅刻しそうになったときは、必ず幸千中学校に連絡する。 

⑤ 万一、受験票などを忘れても取りに帰らず、受験票の再交付を高校の事務局へ申し出る。 

⑥ 入試会場に着いたら、掲示板などを見て、所定の場所で待機する。 

⑦ 試験中は監督の先生の指示をよく聞いてそれに従う。休憩時間中も緊張感を持って静かに待

機しておく。 

⑧ 面接においても、廊下での待ち時間中に騒がない。 

⑨ 家を出て帰るまでが受験です。寄り道、自転車での二人乗りなど絶対にしない。 

 

(6) 入試当日について 

① 入試会場現地指導の実施は、受験人数やその他状況に応じて決定します。 

② 現地集合になりますので、休みなどを利用して事前に場所、行き方を調べておいてください。 
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(7) 合格発表の動き 

① 合格発表は、中学校で本人に行います。（高校への問い合わせはできません） 

② 合格した場合は、入学の手引きをもとに、入学手続きを指定された期間内に必ず行い、 

「入学手続報告書」（幸千中様式）を担任に提出してください。 

③ 一次選抜に合格した場合は、翌日、書類を提出する高校がある場合もあります。〆切時間があ

りますので、必ず守って提出してください。 

④ 進路先が決定した者は、「進路決定報告書」（幸千中様式）を中学校に提出してください。中

学校はその「進路決定報告書」をもとに進学先に必要書類を送付します。 

 

(8) その他 

① 転居される場合について、来年３月までに県内、県外に転居されることが予想される場合には、

至急担任までご連絡ください。２県の公立高校を受検することはできません。また、県外の公

立高校を受検する場合は、手続きが必要な場合があります。県内でも遠くの学校の受検をお考

えの場合は、早めにご相談ください。 

② 就職について  

就職希望者は、担任にご相談ください。ハローワークなどと連携を取ります。 

③ 高等学校等就学支援金について 

 手続きは高校入学後の４月に行われます。中学校で手続きできません。 

 中学校では各家庭の世帯年収の把握はできません。就学支援金制度に該当するかどうかは

市役所などで確認してください。 

 学校に応じて、就学支援金以外にも授業料を減免する制度があります。 

（兄弟関係や学習成績、部活動など） 

④ 県立高等学校の入学料の免除について 

 一定の要件を満たす方の県立高等学校入学料が全額免除されます。 
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幸千中学校の推薦基準について 

 

いずれの高校も、推薦入試の出願条件として「中学校長が推薦した者」という基準が設けられてい

ます。したがって、本校は校長が責任をもって推薦するための基準を設けています。その基準は『推

薦制度の趣旨を踏まえ、高校の設定している推薦基準を満たし、本校の卒業生として、進学した高校

で「３年間ルールを守り、生活面・学習面ともに頑張ることができる」と見込まれる生徒を学校長が

推薦する』ということです。 

幸千中学校推薦基準 

 

 

  

 

１ 志望する高等学校（学科）への志望理由が明確であること。 

  すなわち、志望理由を文章と口頭で表現することができる。 

 

２ 志望する高等学校（学科）の推薦基準を満たしていること。 

 

３ 学習をはじめ学校生活において意欲的に取り組んでいること。 

  すなわち、学校が定める生徒指導規程を守り触法・迷惑行為がない。 

 

４ 基本的な生活習慣が確立できていること。 

   すなわち、身の回りのことが自分ででき、遅刻をしない。 

 

５ 礼儀やマナー等が身についていること。（生活三訓の実行） 
   すなわち、挨拶や正しい言葉遣い及び掃除がきちんとでき、時間が守れている。 

 

６ 積極的に集団生活をおくることができること。 
   すなわち、学校行事、学級活動、生徒会活動、部活動、ボランティア活動などに積極的 

に参加している。 

 

７ 意欲的に授業に参加することができること。 
   すなわち、自らが課題意識を持って授業に参加し、期限内に提出物が出せる。 
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（別紙） 

入学手続報告書 

 

２０２５年（令和７年） 月  日 

福山市立幸千中学校長 様 

 

生徒名                

 

保護者名                 

 

 

次の学校の入学手続きについて報告いたします。 

 

学校名 
           高等学校 

（高等専門学校）     科      コース 

 

《入学に関わる手続き状況》１～４の□に✓を入れ、記入してください。 

 

□１ 入学手続金を納め、手続きが完了しました。 

   ※学校によって、「入学手続金」の名称は異なります。 

 

 

 

 

□２ 手続き延長の場合 

 

入学手続金の納付期限が（  ）月（  ）日まで延長となります。 

 

□３ 免除の場合 

    

入学手続金は免除となります。 

 

□４ 合格したが、入学手続金を納めません。 

 

 

 

 

 

 

手続き完了日   月     日 
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（別紙） 

進 路 決 定 報 告 書 
 

 

２０２５年（令和７年）    月   日 

 

 

福山市立幸千中学校長 様 
 

    Ｒ   番             

生 徒              

保護者              

 

１、２いずれかに〇をつけて、進学または就職先を記入してください。 

 

１ 次の学校に進学します。 

 

（学校名）                         

                   科      コース 

２ 次の事業所に就職します。 

（事業所名）                         

（住所）                    

（電話番号）                 
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受験校申請用紙 

 

  R   番 生徒名              

保護者名(自署）              

１ 私立・国立高等学校、高等専門学校  

私は、次の学校を受験します。※推薦希望者は推薦願を提出 

受験区分 

（いずれかに○） 

課程 

（いずれかに○） 

学校名（正式名称を記入） 学科 コース 

第１希望 

(推薦 or 専願 or 併願) 

その他（      ） 

全日制 

定時制 

通信制  科 コース 

第２希望 

(推薦 or 専願 or 併願) 

その他（       ） 

全日制 

定時制 

通信制  科 コース 

第３希望 

(推薦 or 専願 or 併願) 

その他（      ） 

全日制 

定時制 

通信制  科 コース 

第４希望 

(推薦 or 専願 or 併願) 

その他（      ） 

全日制 

定時制 

通信制  科 コース 

 

２ 一次選抜（広島県内公立高校） 

 私は、次の高等学校の受検を希望します。※１１月現在 

 学校名（正式名称を記入） 
課程 

（いずれかに○ 
学科 コース 

１ 高等学校 

 

全日制 

定時制 

通信制 科 コース 

２ 高等学校 

 

全日制 

定時制 

通信制 科 コース 

３ 高等学校 

全日制 

定時制 

通信制 科 コース 

12 月 2 日（月）までに提出 
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福山市立幸千中学校長 宛 

推薦願 
私は次の学校の推薦受験を希望します。よって、以下の志望動機・理由に基づき福山市立幸

千中学校長からの推薦を願います。 

 

学校名 ※正式名称で記入 学科・コース等 

  

 

志望の動機・ 

理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【参考】 

     ・当該学校、学科・コースを志望する動機・理由が明白かつ適切であること 

     ・当該学校、学科・コースに対する適性、興味・関心及び学習意欲を有すること 

     ・高等学校長が推薦基準を定める場合には、その推薦基準を満たすこと 

２０２４年（令和６年）  月   日        

（   ）Ｒ（  ）番   生徒名                 

保護者(自署)                

 

 

12 月 2 日（月）までに担任に提出 


